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"明治時代 の網走の くらし"と アイヌ
小学社会科のための素材探し

齋 藤 玲 子

  What Facts about Ainu History Should Be Taught to School Children: 

Taking for Example Narratives on How the Ainu People Helped the Settlers 

        in Abashiri Region during the Meiji Pioneering Phase

Reiko  SAITO

   This Paper presents the angle and information that should be added 

when we teach the history about the Ainu People to elementary school 

children. It is necessary to teach that Ainu People were invaded and 

discriminated by Japanese settlers since the Meiji pioneering phase. 

However the author has felt apprehensive that both non-Ainu and Ainu 

children will not have good images of their ancestors if they are taught only 

about invasion and discrimination. This paper introduces the narratives that 

Ainu People helped the settlers from Honshu (Japanese mainland) by 

sharing knowledge of usage plants, catching animal and fish etc. The author 

is hoping for the children to understand the Ainu culture which has adapted 

Hokkaido environment.

1.は じめに

　本稿 は、小学4年 生の社会科の一環で 「アイヌの歴史 と文化」について解説するために、

現在不足していると筆者が考える視点 と情報 を提示 したものである。

　義務教育でアイヌに関することがらは、学習指導要領では中学校の社会科で江戸時代の

鎖国下の対外関係の一部 として 「北方 との交易をしていたアイヌについても着 目させるよ

うにす ること」とされているのみであ り、小学校でのアイヌに関する学習は、指導要領 に

なく、学校や教員の判断に委ね られている。

　小学3・4年 の社会科では、 自分たちの住む地域 について学習 し、後半の4年 生では 「生

活の変化や先人の働き ・苦心」などを学ぶ ことになっている。北海道においては地域の歴
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史の一部として、アイヌの歴史や文化 について数時間扱 う学校が多いと考えられる(ア イ

ヌ文化振興 ・研究推進機構　2004;伊 藤　 2009)。 アイヌの歴史や文化 に取 り組む授業時

間は限られており、児童の知識や発達段階を考慮 しても、網羅的に教えることは難 しい。

地域学習のなかで、アイヌ民族 の歴史や文化に目を向けさせ、その理解 を深めるには、 ど

のような内容を端緒とするのが適当なのだろうか。

　明治期の開拓政策により、アイヌの人びとは土地や資源の利用が侵害 され生活が困窮す

るとともに、少数者 として社会的に差別 を受けるようになり、独 自の風習が禁止 されるな

ど文化的にも変化を余儀なくされた。 これら明治期の政策 と結果が、アイヌ民族に後々ま

で続 く深刻 な打撃を与えたことは、伝えるべき歴史上の重要な事実である。一方、それば

か りを強調 しすぎるのもどうかと思 うのである。筆者が危惧す るのは、子 どもたちが最初

に学ぶ ことが らが、移住者増加の代償のように落ちこんでゆくアイヌ民族の立場 とい うの

では、両者 に対して良いイメージを持てないのではないか、 とい うことである。

　和人のみ ・アイヌのみの歴史を独立 して語るだけではなく、相互の関係 をとらえて教え

るべきとい う意見を聞 くことが増 えてきた(北 原　2009な ど)。また、同時代の普通の和

人の くらしと比較す ることで、文化には優劣はなく、環境に応 じて築かれてきたことが理

解されるのではないかと考える。

　ここでは、アイヌが移住者 を助けたとい う話などをとおして、アイヌの人び とがその土

地の 自然 を熟知して生活してきたことや、抑圧されてきたのみではない関係 を積極的に提

示してみたい と思 う。

2.こ れまでの副読本 と歴史教育に関する論考

　小学3・4年 生で学ぶ 「地域」は市(区 、町、村)が 中心であ り、最後に自分たちの住む

県(都 、道、府)に ついて学習することになっている。そのため、小学校3・4年 生の社会

科では、多 くの学校で市(区 、町、村)が 作成した副読本を使用 している。副読本では、

「昔の くらし」 「生活の うつ りかわ り」などとして、4年 生で地域の歴史に触れ るよ うに

なっている。北海道教育委員会の 「北海道教育推進計画」(平 成20～24年 の例)で は、 「ふ

るさと教育の充実」の項 目の一つとして 「アイヌの人たちの歴史 ・文化等に関する教育の

充実」を掲 げている。しか し、副読本でアイヌの歴史 ・文化等に言及するか どうかは、 自

治体の判断であろう。ちなみに、網走市の 『小学校社会科副読本　あばし り』(網 走市社

会科副読本編纂委員会　2008)で は、年表以外にアイヌについては触れていない。

　 (財)ア イヌ文化振興 ・研究推進機構では、アイヌの歴史や文化 についての児童 ・生徒

の理解を深めるため、学校教育での使用を想定した副読本を作成 し、全国の小中学校 に配

布 している。その副読本 『アイヌ民族:歴 史と現在 一未来を共 に生きるために一』は、

小学生用 と中学生用があり、道内では小学4年 生と中学2年 生の全児童 ・生徒 に配布 される

ことになっている。副読本は平成13年 に発行され、平成20年 に新版が発行 されている。
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　 同財団では、最初の副読本作成 に先立ち、同編集委員会 を立ち上げ、『アイヌ民族 に関

する副読本 の編集方針』 と 『アイヌ民族 に関す る指導資料』を刊行 している。『編集方針』

のほうでは、既存の副読本 を検討した結果 として、「多 くの教材 は、和人 との関係 につい

て友好的な側面 しか取 り上げていませんでした」 としている(財 団法人アイヌ文化振興 ・

研究推進機構　1999:22)。 その少 し前、小学校教諭の佐々木博 司氏 も 「千歳市の副読本

には、昨年 まで、和人が北海道 に移 り住んできた時代の話 として、アイヌと和人が仲良 く

暮 らしていたなどとい うくだ りがあった。アイヌ民族の先住性に関しては、記述 されてい

ないものがあるばか りか、逆 さまに解釈 されるような曖昧記述も見 られる。アイヌ民族に

関する学習が、副読本 を中心に行なわれている今、これ らの問題は決 して軽視できない。」

としている(佐 々木　1998:8)。 筆者は道内 自治体作成の副読本のほんの一部 しか調査し

てお らず、かつて 「和人 との友好的な関係」のみを取 り上げていたとい う、その内容の詳

細 を把握できていないが、都合のよいことのみを記述する姿勢はもちろん問題がある。

　 『アイヌ民族に関する副読本の編集方針』では、続いて 「しかし、アイヌの人たちへの

差別や圧迫 についても言及す る必要がある、 とい うのが編集委員会の立場です。いっぽう

確かに、そ うした状況のなかでもアイヌの人たちは現代に至るまで主体的に自分たちの生

活や和人 との関係を築こうとしてきました。つま り、和人によって差別 ・圧迫 されてきた

ことと、和人 と協力 しあってきたこととは、いずれ も歴史的事実なのです。」 と記 してい

る。そして、『アイヌ民族 に関する指導資料』の 「本書のね らいと留意点」では、「たしか

にアイヌの人々には和人に同化するよう圧力が加えられました。 自分たちの伝統をどのよ

うに受け継 ぎどのように変えてい くかについての、自由な判断の余地 も狭められました。

しかしそのなかでも、 自分たちの生活や家族などを維持するために新 しいものを取 り入れ

るとい う、アイヌの人々による主体 的な努力が行 なわれてきたのです。そこにあったの

は、一方的に抑圧 されただけの歴史ではない と考えます」 とあり、「アイヌ民族の中に平

等な教育や耕地の獲得が切実な要求 として存在 した」ことなどアイヌの人び との主体的な

面は、副読本 において記述 されている。

　 だが、「和人 と協力 しあってきたこと」については、同財団の 『指導資料』や副読本 自

体に明確な記述はない。札幌市教育委員会の 『アイヌ民族の歴史 ・文化等に関する指導資

料　一第5集 一』はじめ、一般向けのアイヌの歴史に関する概説書など教員や児童が入手

しやすそ うな文献に、アイヌが和人に協力したことや和人がアイヌに助 けられた、とい う

記述は少ないように思われる。かつての 「友好的な側面 しか取 り上げなかった」反省は必

要であるが、「差別や圧迫」を中心に据えつつ、両方 を記述することは可能であろう。

　 (財)ア イヌ文化振興 ・研究推進機構の最初の副読本の編集委員長でもあった奥田統己

氏は、それ以前に大学の公開講座で次のように述べてお り、少々長 くなるが、引用する。

　　 「歴史のなかでも、和人そして日本 とい う国がアイヌ民族に対 してひ どいことをして

　　きたのはいうまでもあ りません。…中略…そ うい うことを日本の歴史のなかできちん
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　　 と記述し、学校でも教 えるのは当た り前です。(改 行)で もその ときに 『わたしたち

　　和人の歴史はこんなにひどいんだ』と否定的な印象を与えてはいけないでしょう。そ

　　 う教 えられた人は、結局 自分のなかでアイヌについて否定的なイメージを作ってしま

　　 うと考えるからです。 さっきいいましたが、過ちをきちんと反省できるということを

　　含めて、 日本人全体が誇 りに思える日本 の歴史のなかにアイヌ民族の存在が位置つ く

　　 ことが、現在そして未来の和人 とアイヌ民族の関係にとって必要なんじゃないかと思

　　います。(改 行)逆 のことはアイヌの側にもいえます。『わたしたちは昔は幸せだった

　　 のに、和人のせいでひ どい 目にあわされて、今困ったことになっているんだ』 と考え

　　 ることしか教えられなければ、そのアイヌ 自身が今の社会のなかでアンチテーゼとし

　　て生きることになってしまいます。まだこれから取 り返 さなきゃならないこともある

　　 けれ ども、全体 として 自分の生活や仕事は今の社会を支えているんだ、 とい う感覚は

　　 アイヌにとっても和人にとっても必要なんだと思います」

とし、 さらに、今アイヌ文化 として教えられるのは百年とか三百年とか前の文化のモデル

であるから、それを教 えるときには同じころの和人の文化、それ もた とえば東北地方の農

村の文化 と対比してほしい、 と述べている(奥 田　 1997:328-329)。

　筆者は、最近この発言を改めて読みなおし、共感す るとともに、学校で教 えるべ きこと

のヒン トを得たように思った。筆者 は例年、教員向けの研修会等で、北方の先住民族や ア

イヌ民族について話をする機会を与えられ るが、1～1時 間半 という短い時間のなかで、何

に重点を置 くべきか、つねつね考えさせ られてきた。まずは、アイヌの歴史や文化 を学ぶ

意味を考え、それぞれの立場を見つめ直す ことが重要であるだろう。歴史や文化の個別の

内容については、適切な文献や資料等を紹介することとし、ただ文献等が少ないものにつ

いては自分が話す意味があろう。そこで本稿では、同時代の和人の生活 を伝 えるために

も、移住者がアイヌ に助けてもらった話 を、聞き書 きなどから提示 したい と考える。ま

た、地域学習の 目的に則 し、児童になじみのある網走管内の事例 を中心にす る。

　副読本の中には、 「開拓史観偏重」 とい う長年の指摘にもかかわ らず、「荒れた土地」を

切 り開いた人びとの苦労によって 「作物がゆたかに実る土地」になったと記 されたものが

いまだに存在する。魚や小獣の獲 り方、食べ られる植物や薬草の知識をはじめ、防寒着の

素材 となる毛皮の扱いや供給 家の建て方など、アイヌの人び とに教 えられ助けられたと

い う入植者の話は、まだ多 くあるはずだ。育てられない赤ん坊をアイヌ民族の家庭に引き

取ってもらったという話 もあちこちにある。そ うした話 をとお して、明治以前の北海道が

「荒れた土地」ではなかったことと、何が 「豊かさ」なのかを考えるきっかけを与えられ

るのではないか。同時に 「発達」や 「発展」 とい う言葉が、農耕(業)と 対で使われ る価

値観 にも疑問を投げかけたい と思っている。

3.網 走周辺の人 口概況
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　開拓者 らの話を挙 げる前に、網走管内の明治期の人 口動向 と行政区分について、簡単に

示 しておきたい。明治2(1869)年 、北見国の内に北から礼文 ・利尻 ・宗谷 ・枝幸 ・紋

別 ・常呂 ・網走 ・斜里の8郡 の行政区域名が制定 される。明治4年 、北見国東部の4郡 は根
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノトロ　モヨロ　アバシリ　イチャニ　ニクリバケ

室支庁に属することとなる。明治5年 に網走郡の8村 名が能取 ・最寄 ・網走 ・勇仁 ・新栗履 ・
モ コ ト　 ナ ヨ ロ 　 　ト フツ

藻琴 ・梛寄 ・濤沸 と定められ、明治8年 に漢字名が当てられる。明治13年 に網走外三郡役

所開庁、明治30年 に郡役所を廃 して網走支庁が設置 される(網 走市史編纂委員会　1958)。

　人 口は、上記北見国4郡(14年 に網走郡に編入 された釧路国網尻郡 を含む)に ついて、

網走市史 をもとに、およそ5年 ごとに表にした。アイヌの戸数はゆるやかに漸減してお り、

人口は4年 の1,114人 か ら44年 の618人 に半減 した。この間の主な事象は以下のとお りであ

る(網 走市史編纂委員会　1958、1971/統 計の原典 は「開拓使事業報告」「道庁統計資料」)。

明治13年 　網走外三郡役所開庁(網 走 ・紋別 ・常呂 ・斜里)

　 4郡 人 口は1,000人 足 らず(本 籍者 はすべてアイヌ)

　 しか し、このころか ら網走では漁業者 を中心に定住する移住者が増 え始める。

明治24年 　網走の大曲で山田製軸所(マ ッチ軸)の 操業開始

同年　　　網走～上川間の道路開削着工、同年末完成

明治30年 　野付牛村(現 北見市)に 北光社移民団(112～120戸/500～650人?)

　　同年　　野付牛村 に屯田兵入植。翌31年 までに597戸

　　同じく湧別 にも屯田兵399戸 が入植 し、両者の兵員 と家族 の合計5,456人 と倍増

大正1年 　鉄道が網走まで開通

大正10年 　網走支庁39,844戸/199,973人

北見4郡(網 尻郡含む)人 口

年

明治4

10

14

20

25

30

36

40

44

アイヌ戸数

277

258

256

250

234

232

203

195

208

アイ ヌ人 口

1,114

1,002

927

809

738

647

671

654

618

全戸数

369

853

2,870

5,378

7,565

12,979

全人口

1,309

3,135

12,264

22,695

34,423

55,893

アイヌ人口/全 人口
　　　 (%〉

61.8

23.5

5.3

3.0

1.9

1.1

※アイヌ人 口/全 人 口比は、小数点第2位 を四捨五入(網 走市史編纂委員会　1958、1971)

上の表のように、明治20年 代か ら移住者の人 口が急増 し、30～31年 の屯田兵入植によ り
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網走支庁管内の人 口はさらに増した。一方、アイヌ人口は漸減 し、全人 口に対す る比率は

急激に小 さくなった。

4.網 走周辺の移住者 とアイヌ民族の関係についての語 り

　ここでは前述したとお り、明治か ら大正期にかけて、移住者がアイヌの人び とに助けら

れたという話を、移住 してきた本人やその子孫の語 りか らいくつか挙げてみる。明治以前

か ら、官吏や探検家の旅が、道案内 ・荷運び ・渡船などアイヌの人び との協力によってな

し得たことは、多 くの文献で紹介されている。また、網走以外の道東地域での開拓者 とア

イヌ民族の交流については、北海道発行の 『北の生活文庫』の第2巻 『北海道の 自然 と暮

らし』(矢 島　 1997)中 、十勝 に入植 した晩成社の幹部の日記などの紹介に多 くの頁が割

かれていることを付け加 えておく。

　なお、学校での利用 を想定 していることか ら、児童向けとしてふさわ しくないと思われ

ることがらやプライバシーに関わることは、表現に手 を加えた部分もある。また、旧字や

旧かなつかいは改め、紙幅の関係な どから、略した部分は 「…」で記した。

・「最 初 の 自 由居 住 者 」 瀬 川 惣 之 助 さ ん の話

「代々猟師であったので、郷里南部 か ら父 と一緒 に熊や鹿 を猟するため明治 八年 に厚岸 に来 たのだ

が明治十年 に開拓使本 庁か ら北海道 を開拓す るのに熊や狼が人 に危害を加 えるので これ らを退治 し

な くて は開拓 に入 る人はない。それ でこれ を退治す るもの には狼一頭に付 七円、熊一頭 に付五 円の

捕獲手当 を呉れる とい う御布令 が出た。 …中略 …私一人でその年の四月斜 里のアイヌ人喜六 を案 内

人 にして網走 に入った。…中略…網走 で初 めて越年 したの は明治十二年の秋 か らであった。その時

は和人で又十の番屋以外に越年す る人 はな く、 アイヌ小屋 に宿 ることになったものの米を求めるこ

とがで きない。…中略… ようや くアイ ヌの人 たちか ら三四升分けて貰って、それ を基 に して多 くは

狩捕 った熊や鹿 の肉 を食 ってアイヌ人 と同じよ うな生活 を続 けてその年を越 しま した。明けて十三

年の年 は、仲々愉快な年で した。越年 中は私共 はアイヌ人 を二三人連れて山に狩 りに出てや は り熊

の足を蒐 めましたよ。…後略」(米 村　1981:185)

・大 場 七 之 助 さん の 話(明 治31年 北 見 に 屯 田兵 家 族 と し て入 植/娘 の 工 藤 氏 記 述)

「近 くの常 呂川の魚 を獲 り、野兎 な どを捕 えて昔か ら土着 してい るアイヌ人 とも仲良 く暮 し、いろ

い ろくらしの知恵 を学んだ とい うことです 。…中略… 「チャチャ」 と呼ぶアイ ヌ人一家 との交 りは、

後々 まで楽 しい思い出 として残 った とのこと。熊や野犬の皮 をなめす技術 も教 えても らい、毛皮 を

防寒着 として父は何時までも愛用 してお りました。 それ らの事 は父が時折私達や 孫達 にも、ボソボ

ソと語 って くれました。」(工藤 　1982:9-10)

・中 沢 広 さ ん の集 め た話(明 治35年 生 ま れ/端 野 の 屯 田兵 入 植 の 二 世)

「大正三年頃の話であ る。…中略…誰 が世話 をしたか十一月 にな り初 雪も来た頃の ことだったが、

お雪 さん は富やんに舟を漕 がせ て川 を渡 り、 その子 をアイヌ に貰っても らった との報 告に来 た。何
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とい う名 をつけたか と聞 くとアイヌの名 での 「D」*注　とい うのだ と答 えた。 「D」とい うのは、ア

イヌでは一番いい名 だそ うで大切 に育て るといっていた と安心 した ような顔 であった。 その後Dの 消

息は聞 くこともな しに過 ぎた。そのアイ ヌの一家が コタンを去って美幌 に移った とい う話 だったか

ら消息の聞き ようもなかったが、お雪 さんは気 になったか、美幌 コタンまで行って見たが、キネ タ

ンペ に移 った とい うので会 えないままに戻った とい うことである。…中略…Dは 立派 なよいアイヌの

婿 さん と一緒になって、阿寒 に熊彫 りの店 を出 し、小 まめに働いてい るとの ことだった。」(中 沢

1966:65-73)

　 昭 和37年 に 丸 瀬 布 町(当 時)で 開 か れ た 開 拓 古 老 座 談 会 の記 録 か ら、 同 町 の 郷 土 史 家 ・

秋 葉 実 氏 が ア イ ヌ に 関 す る部 分 を抄 出 し て い る(秋 葉 　 2003:166-170)。

　　 ・畑 辰 次 郎 氏(75歳 　 金 山)の 話 　 *座 談 会 当 時 の 年 齢 　 引 用 の ま ま　 以 下 同

　　 　「川村 さんは前 は上 ム リイに居 ったが、 あ とか らはわ しの道路向いの塩 田農場に居 った。川村 さん

　　 方にはいろいろ世話 になったもんじゃ。 この草 は何 の病気 に効 くとか、 この草も食用 になる。 この

　　 木の実は精 がつ くとか、貧 しかったわし等 はどれ だけ助か ったか分か らない。そ して人格者 じゃっ

　　 た。」

　　 ・滝 口庄 八 氏(73歳 　 武 利)の 話 　 　(畑 氏 に続 けて)

　　 　「ほんだ、 ほんだ。今 の若 い者 さ言ってもほんにす ないけん ど、秋 になると川 の中に竿 を立てても、

　　 倒 れない ぐらい秋 味が上 ってきたなア。 …中略 …アキアジの獲 り方 を教 えて貰わなかった ら、遠軽

　　 まで六里の道をかけて魚 買いに行 く銭 も暇 もないし、栄養不良 にな って開拓な ど成 功しなかったべ

　　 さ。」

　　 ・因末 次 郎 氏(72歳 　 新 町 。 町 議 長)の 話

　　 　「わ しらが入植 した ころ、今 は川床 になっている下段のわ しの区画 の西寄 り(現 新 町409番 地)に 、

　　 布施 イタキ レな ど五軒 ほ どが住 んでいた。熊 田由太郎 とか伊藤な ど、 ほかは忘れて しまった。 メノ

　　 コた ちがよ う野菜 を買 いに来て、家 内 とは親 しか った ようじゃった。川村 さんには冬山 に連れ て

　　 行って貰い、仮 小屋 を作 り泊まったこ ともある。必ず しも豊か とは見 えなんだが、 自然に対す る畏

　　 敬の念 が強 く、礼儀正 しい人たちだったこ とを覚え とります。」

　　 ・及 川 清 治 氏(61歳 　 南 丸)の 話

　　 　「前略… うちは川 向いにも土地 があったし、川 向いの人 は水 が増水 した時は渉れず、それは不 自由

　　 していたんです。それで川村 さんが何 日もかけて丸木舟 を作 って くれ、七号線の辺 りを渡船場 にし

　　 ま した。 中島 にも渡 し舟を作 って くれ、中島の人 が助 かっただけで な く、その ころ学校は西町にあ

　　 りましたか ら、武利 の子供 たちは渡 し舟 を渡 って近道す るよ うになったんです。渡 し舟は大正11年

　　 の大洪水で二つ とも流 されて しまったのは惜 しかったけ ど、 あの渡 し舟が あったお蔭で、水 害のあ

　　 と中島橋 と共栄橋 が架 けられたんです。本 当に川村 さん方 は開拓 の恩人 と言ってもいいですね。」

　　 ・田村 憲 治 氏(73歳 　 水 谷)の 話

　　 　「それ とだね。わ しらもそ うだが、入地 した ときはみんな着手小屋へ入 った。その笹小屋 も、や た
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　 　 らに笹 を刈って きて葺けば よい とい うもんじゃない。 どん な笹がいい とか、 ここは上向けに葺 くと

　 　 か永年 にわたるアイヌの生活の知恵の積み重ね が生 か され ているんです。『オ レはアイ ヌの世話 に

　 　 なった覚 えな どない』 とい う人がいるかもしれ ないけど、先 に入 った人がアイヌの人たちか ら教 わ

　 　 り、後か ら入った人 にそれを教えた、 とい うこ となんです。ほ とん どは裸 一貫で来たんですか ら、

　 　 アイヌの人たちの援助 がなかった ら、真面 目な人 はアキアジも獲れないで栄養不 良になる。薬屋 な

　 　 ど回って来ない時代 だか ら、薬草 の見分 け方 を知 らな けれ ば、病気になっても どう仕様 もない。 出

　 　 面取 りをしてでもいいか ら、内地へ帰 りたい、とい うようになっていたでし ょうね。(改 行)わ しら

　 　 は湧別屯 田で、入植 した時はまだ子供 ながら家 はすで に建て られていたが、丸瀬布 では笹小屋 か ら

　 　 の出発 で、アイヌの人たちの生活の知恵 に教わったことが多い。」

　 これ らの話 に対 し て 、 秋 葉 氏 は 次 の よ うに 述 べ る 。

　 「と こ ろ で 、 前 述 の人 た ち は何 れ も私 が そ れ ま で 聞 き 取 りを した 人 で あ るの に、 祖 父 や

父 も含 め て 『ア イ ヌ の人 に世 話 に な っ た』 とい うの は この 時 が 初 め て で あ っ た 。 開拓 期 に

は 、 生 活 態 様 は 相 違 して い る とは い え、 ア イ ヌ の 人 び と と同 じ生 活 水 準 か 、 中 に は それ 以

下 の 人 も い た と思 わ れ 、 ア イ ヌ は後 進 民 族 視 され て い た 時 代 で あ る か ら、 『ア イ ヌ の人 た

ち に世 話 に な っ た 』 とは 素 直 に言 え な か っ た 。(改 行)そ れ が 、 ほ とん ど は家 も 建 て替 え

た 。 『か ま ど』 は息 子 た ち に 譲 っ た で 、 生 活 と気 持 ち の 面 で ゆ と りが 生 じ 、 感 謝 の 念 が 率

直 に言 葉 に 現 れ た も の と思 わ れ る。 これ を享 け て 町 は 、 同37年11月3日 開拓50年 記 念 式 に

当 た り、 一 族 の名 前 も川 村 さん の本 名 も子 孫 の 消 息 も判 らな い ま ま 、川 村 熊 吉(本 称 シ ッ

ツ ム ア イ ノ、 戸 籍 シ ー トア イ ヌ)を 開 拓 功 労 者 と して 顕 彰 した 。」

　 この よ うに 昭 和30年 代 後 半 に な っ て 、 開 拓 期 を客 観 的 に 振 り返 る こ とが で き、 アイ ヌ へ

の感 謝 の 気 持 ち も素 直 に 出せ る よ うに な っ た 、 とい うの で あ る。 本 書 の よ うな 一 般 書 の刊

行 は 聞 き取 りか ら40年 後 で あ り、 昭和30～40年 代 とい っ た 比 較 的 新 しい 時 代 の 聞 き取 りの

例 は 、 知 られ て い な い だ け で 、 ま だ あ る の で は な い か と思 わ れ る。 多 くの 郷 土 史 家 た ち

が 、 市 町 村 史 の編 纂 の た め に 昭 和20～40年 代 に 聞 き取 りを行 な っ た後 、 資 料 を ま と め上 げ

た も の は 公 刊 し て い て も、 調 査 時 の生 の デ ー タ は埋 もれ て い る可 能 性 が あ り、掘 り出 し が

必 要 だ 。 さ らに 、 道 東 で は入 植 期 や 農 地 開 拓 が遅 く ま で続 い た の で 、 開 拓 二 世 は 存 命 し て

い て 直接 聞 き取 り調 査 をす る こ と が で き るか も しれ な い 。

5.お わ りに

　文献 を渉猟する十分な時間がとれないまま、教育学や歴史学の専門家でない筆者が取 り

組むには大きすぎる課題である。しかし、アイヌ民族への理解の促進は、最初に取 り組む

べきことが らと考えているため、至 らぬ点があることは承知で試案 として書いた。今後も

開拓期の語 りなどを集めるとともに、教員や児童の反応も踏まえて、筆者 自身が博物館で

すべきことを探っていきたい。

　昨夏、アイヌ政策のあ り方に関する有識者懇談会がまとめた報告書には、「児童 ・生徒
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の発達段階に応じた適切 な理解」や 「指導者の適切な指導を可能 とする方策」を研究 し、

成果 を教育現場で活用 してゆくことが必要と記されている。何 をどう教えるかについての

研究が進むことを期待す る。

注:「 ア イ ヌ 語 の 名 前 」 が記 され て い るが 、 プ ライ バ シ ー に 関 わ る こ とで あ り、 また 表 記 が どこ ま で正 確

か も不 明 な ため 、 イ ニ シ ャル とし た。
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